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 令和２年度 県立桐蔭高等学校 聴講生の募集に関する要項  
 

１ 趣旨 

    この要項は、一人一人の学びを実現する生涯学習の振興及び社会に開かれた教育課程の実現をめ

ざし、本校の特定の科目について履修を希望する社会人の方を聴講生として受け入れるに当たり、

必要な事項を定めるものです。 

 

２ 聴講の方法 

  本校の教育課程に位置付けられた教科・科目のうちから教育展開上支障のない範囲で、社会人

の方を聴講生として受け入れ、生徒とともに学んでいただきます。 

なお、授業で実施する実験や実習、レポート提出等を含め、原則として生徒と同様の扱いとし

ます。 

 

３ 応募・問合せ先 

和歌山県立桐蔭高等学校  担当 ：教頭 

   〒 640-8137 和歌山市吹上5丁目6番18号 

    ℡ (０７３) ４３６-１３６６ Fax （０７３）４２３－８０３３ 

    メール： vice-principal@toin-h.wakayama-c.ed.jp 

 

４ 募集に関する事項 

（１）募集期間 令和２年２月７日（金）～令和２年４月第2週ころ（時間割確定時） 

       （ただし、土曜日・日曜日・祝日を除く） 

 募集課程 教科 科目 授業日時 
受入 

人数 
聴講期間 

 全日制 家庭 家庭基礎 未定 1～2 
令和２年５月 

～平成３年３月 

    

 

  ※本校の校時（1時限50分）です。 

       １限：  8：40～  9：30、２限：  9：40～10：30 

       ３限：10：40～11：30、４限：11：40～12：30  

５限：13：10～14：00、６限：14：10～15：00  

                          7限：15：10～16：00 

 

（２）受講開始日時  令和２年５月連休明けを予定 

 

（３）科目の内容等 

 科目名：家庭基礎 

ア 科目の内容 

  【２年生必修科目。Ａ組からＧ組の各ホームルームごと（４０人ずつ）の７クラスで展
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開します。いずれかのクラスでの受講となります。】 

１． 人とかかわって生きる 

２． 生活をつくる 

３． 消費者として自立する 

 

イ 受講に当たっての前提条件 

         ・別途実習教材費が必要です。 

・調理実習時には３限ないし４限に時間が変更する場合があります。 

・実習及び座学があります。 

    

ウ 目標 

  生活課題を解決するために必要な知識と技能を習得し、家庭生活の充実向上をはかる力

と実践的な態度を身につける。 

 

エ 授業計画 

    １学期…家族、家庭の意義 子ども・高齢者とかかわる 被服製作（エプロン作り） 

    ２学期…生活をつくる（主に食生活） 調理実習（数回）  

    ３学期…消費者として自立する 

     ※くわしくは別に掲載するシラバス（生徒用）をご覧ください。 

 

５ 応募に関する事項 

（１）応募資格 

聴講生として応募することのできる方は、県内に在住又は勤務する方で、学習意欲があり、

次に掲げるいずれにも該当しない方とします。 

① 現在、義務教育段階の普通教育を受けている方 

② 未成年者で、聴講の申請にあたって、その保護者の同意を得ていない方 

③ 高等学校の秩序を乱すおそれがあると認められる方 

④ 他の高等学校に在籍している方 

 

（２）応募方法 

「聴講承認申請書」に必要事項を記載し、本校に提出してください。（申請書は本校ホームペ

ージからダウンロードできます。また本校事務室にも準備していますので、直接取りにきてい

ただいてもけっこうです） 

なお、「聴講承認申請書」の提出に当たっては、事前に本校に連絡の上、必ず聴講を希望され

る本人が持参してください。 

    提出場所：本校事務室 

    提出日時：前記４（１）に示した募集期間の午前９時～午後４時 

※１ 「聴講承認申請書」の提出に当たっては、県内に在住又は勤務していること及び生年

月日を証明する書類を持参してください。 

      県内在住が証明できる書類：(例) 住民票、自動車運転免許証、健康保険証等 
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      県内在勤が証明できる書類：(例)勤務地が明記されている社員証等 

※２ 来校に当たっては、予め電話で連絡してください。 

    

６ 聴講の承認  

（１）方法 

「聴講承認申請書」の記述内容の審査や面接の実施など、必要な選考を行った上で、聴講の

承認の可否を決定します。 

なお、聴講申請者が受入人数を上回った場合には、抽選で決定します。 

（２）公開抽選の日時 

     未定 決定次第連絡します。 

（３）公開抽選の会場 

     本校応接室 

   

７ 聴講までの手続き及び費用 

（１）聴講の承認の連絡 

    審査、抽選等終了後、聴講申請者全員に結果を連絡します。 

（２）聴講承認書の交付及び聴講にかかる費用の徴収方法等の説明 

本校応接室にて、聴講承認書の交付及び聴講にかかる費用の徴収方法や聴講に当たっての

諸注意等の説明を行いますので、出席してください。開催日は決定次第連絡します。 

（３）聴講にかかる費用 

   ア 授業料（県の条例で定められている金額です。） 

     １単位（週１時間）当たり 4,812円 

     家庭基礎（２単位）：    9,624円 

※校長が指定した聴講を開始する日までに納付してください。 

イ テキスト代等 

    家庭基礎 教科書「新家庭基礎 パートナーシップでつくる未来」（実教出版）527円 

            副教材「2019 生活学 Navi 資料＋成分表」（実教出版）845円 

計1,372円 （その他教材費として2,000円を別途集金します） 

※請求日から起算して、15日以内に納付してください。 

※すでに納付したテキスト代等については、特別の理由がある場合を除き、返金しか

ねますので了承願います。    

 

８ 修了の認定 

（１）認定方法 

聴講の出席状況及び実験や実習、レポート提出等を含めた取組状況等から、聴講の成果が当

該科目の目標に照らして満足できると認められる場合には、当該科目の聴講について修了を認

定します。 

（２）聴講修了証書等の発行 

本校での聴講を修了したと認めた方には、聴講修了証書を交付します。 

なお、聴講（修了）証明書の交付に当たっては、県の条例に基づき、手数料（１通410円 平
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成30年10月5日現在）が必要になります。 

 

 

９ 聴講の承認の取消し 

次の各号のいずれかに該当するときは、聴講の承認の全部又は一部を取り消すことがあります。

なお、この場合、授業料は月割計算（取り消された日の属する月を含む。）をします。 

（１）正当な理由がないのに引き続き１月以上出席しないとき。 

（２）偽りその他不正の行為により聴講の承認を受けたとき。 

（３）高等学校の秩序を乱し、その他聴講生としての本分に反したとき。 

（４）納期限までに授業料等を納付しないとき。 

（５）学則及びその他の規則に違反したとき。 

（６）高等学校における教育活動に支障を及ぼすおそれがあるとき。 

（７）その他校長が聴講の承認の取消しが必要と認めるとき。 

 

10 その他注意事項 

（１）本校敷地内は禁煙です。 

（２）校内では本校が準備する名札を着用してください。 

（３）自動車での登校はできません。 

（４）学校における結核対策として、聴講を承認された方は、１年以内に実施した胸部エックス線

検査で、結核等の所見がないことを証明した書類を提出願います。                                


